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写真-2 牛津川左岸12.2kp付近の植生倒伏状況 

 

聞き取りによると、越水時に堤内地は1.5m程度湛水

しており越流時間は１時間程度であった。また、洪

水痕跡から、越流水深は0.1m～0.2m程度であったと

推定された。川裏法面に背丈の高い植生はなく、植

生の隙間から土羽が見える状態であった。越水によ

って法面や法尻の一部で軽微な侵食が確認された。 

３．堤体土の耐侵食性評価 

牛津川及び松浦川では、堤体土の耐侵食性を評価

するために、引張り破壊試験を実施し、侵食限界流

速を推定した。侵食限界流速とは越水時に法面の侵

食が始まる目安となる流速であり、宇多ら4)の提案

した図-1（引張り破壊試験結果から算定した引張り

破壊応力と侵食限界流速の関係）により推定するこ

とができる。試験結果を図-1に合わせて示すと、引

張り破壊応力は、牛津川左岸12.2kp付近で5.5gf/cm2、

松浦川右岸31.1kp付近で47.6gf/cm2となり、侵食限

界流速はそれぞれ2.2m/s、6.1m/sと推定された。松

浦川堤防の侵食限界流速は、牛津川堤防のそれに比

べて約3倍大きいが、牛津川12.2kp付近の堤体には礫

が混在しており、礫の存在によって引張り破壊が生

じやすくなったと考えられた。 

調査箇所の堤防形状と前項で推定した越流水深か

ら、川裏法面に作用した流速を等流流速として算出

し（表-2）、侵食限界流速と比較し堤体土の耐侵食

性を評価した。牛津川左岸12.2kp付近では等流流速

2.3m/sと算定され、侵食限界流速と同程度の値であ

った。この結果は、局所的に越水が集中する箇所や

土の締固めが難しい階段工周辺で侵食が発生したこ

ととも整合する。松浦川右岸31.1kp 付近では等流流 

 

図-1 引張り破壊試験から得た侵食限界流速 

表-2 引張り破壊応力と侵食限界流速 

 

 

速が2.2～3.3m/sとなり、侵食限界流速を下回り、川

裏で大きな変状がなかったことと整合した。 

４．おわりに 

越水が生じたものの、軽微な侵食被害に留まった

牛津川及び松浦川の裏法の耐侵食性を調査した。松

浦川では堤体土の特性から被災状況をほぼ説明でき

た。一方、牛津川では堤内地が湛水していた効果、

いわゆる越流水が法尻を侵食する力を抑制するウォ

ータークッション効果、越水時に倒れた植生が法面

を被覆した効果、堤体表面の根毛が表土の侵食を抑

制する効果などについても今後検討する必要がある。 

こうした事例を収集し、危機管理型ハード対策に

おける構造上の工夫の改良につなげていくことは重

要であり、越水発生箇所で堤防決壊に至らなかった

箇所の調査について継続していきたい。 

☞詳細情報はこちら 

1) 笹岡ら：河川堤防の築堤材料や管理状況等が越流時の侵食耐
力に与える影響についての考察，河川技術論文集，第24巻，

pp.601-606，2018． 

2) 小田川堤防調査委員会資料：http://www.cgr.mlit.go.jp/ 

emergency/odagawateibochosa.htm 

3) 笹岡ら：越流が生じた河川堤防の耐侵食性能調査の重要性に
ついて ,第 7回河川堤防技術シンポジウム論文

集,pp25-28,2019 

4) 宇多ら：洪水流を受けた時の多自然河岸防御工・粘性土・植
生の挙動，土木研究所資料，第3489号，1997.1. 
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１．はじめに 

我が国では、高度成長期以降に集中的に整備され

たインフラの老朽化が進行しており、国土交通省で

は2014年5月に「インフラ長寿命化計画（行動計画）」

を策定し、インフラの計画的な維持管理・更新等を

推進している。 

海岸法第２条に定める海岸保全施設についても、

「海岸保全施設維持管理マニュアル（2018年5月）」

（以下、「現行マニュアル」という）により、計画

的な維持管理・更新等を推進しているが、そのうち、

離岸堤、潜堤・人工リーフ、突堤・ヘッドランド（以

下、「離岸堤等」という）については、他指針等を

参照することとされている。 

そのため、離岸堤等の管理の充実を目指し、予防

保全の視点に立った、標準的な施設管理要領の検討

を行っている。 

 

２．離岸堤等の維持管理の現状 

海岸保全施設のうち堤防については、高度経済成

長期に急速に整備され、2015年現在で供用開始から

50年以上経過した施設が約４割を占める。一方、離

岸堤は図-1に示すとおり、堤防に引き続き整備が推

進されたことから、今後、急速な機能低下が懸念さ

れている。 

 また、図-2に示すとおり、離岸堤等の長寿命化計

画の策定は、海岸堤防等に比較して遅れており、そ

の理由として、予算・人員不足と併せ、ノウハウ不

足や、点検・評価手法の未策定が挙げられている。 

 そのため、離岸堤等の計画的な維持管理・更新等

を推進するためには、点検・健全度評価基準の設定

等の技術的な支援が必要である。 

 

図-1 堤防と離岸堤の延長の推移 

 

図-2 長寿命化計画策定状況・未策定理由 

 

３．検討内容 

現行マニュアルにおける堤防・護岸等を参考に、

変状連鎖フローの検討、点検項目・健全度評価基準
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の検討、点検方法・対策工法等の事例収集・整理、

劣化予測線の検討を行った。以下に各項目の検討概

要を示す。 

(1)変状連鎖フローの検討 

施設の点検・健全度評価にあたっては、施設の変

状要因・形態等のプロセスを踏まえる必要がある。

そのため、全国から146件の変状・被災事例（「美し

い海辺を守る災害復旧ガイドライン（案）」A・B表

等）を収集し、その要因・形態を分類・整理し、新

たな離岸堤等の変状連鎖フロー（案）を整理した。 

 

図-3 離岸堤の変状連鎖フロー（案） 

 

(2)点検項目・健全度評価基準の検討 

前述の変状連鎖フロー（案）を踏まえた点検項目・

健全度評価基準を検討するにあたり、各海岸管理者

が実施した離岸堤等の点検・健全度評価の資料を収

集し、変状事例の整理や、陸上目視による点検等の

「必ず実施」する点検項目と、潜水調査等の「必要

に応じて実施」する点検項目を設定するなど、現場

で活用可能な点検項目・評価基準（案）を整理した。

（図-4、5） 

 

図-4 離岸堤の変状ランク評価基準（案） 

 

図-5 離岸堤の一次点検項目・方法（案） 

 

(3)点検方法・対策工法等の事例収集・整理 

 離岸堤等は、海面下に施設の一部又は全部が没し

ているため、堤防・護岸等と同様な陸上目視による

点検だけでは全ての変状の把握が困難である。 

 そのため、陸上目視による点検に変わる新技術の

活用促進を図るため、新技術を中心に点検方法・対

策工法の事例を収集・整理した。（図-6） 

 

図-6 ALBとﾅﾛｰﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑでの三次元地形計測事例 

 

(4)劣化予測線の検討 

計画的な維持管理・更新のためには、施設の劣化・

変状時期を予測し、施設の修繕・更新計画を検討す

ることが必要である。 

しかし、経時的な劣化が主となる堤防・護岸等と

比較し、離岸堤等については、汀線より沖側に位置

することで異常波浪等による突発的な変状が主とな

るため、その点を踏まえながら、現在検討中である。 

 

４．今後の予定 

学識者・海岸管理者の意見を取り込んだ検討成果

を、現行マニュアルの改訂に反映していく。 

☞詳細情報はこちら 

1)海岸保全施設維持管理マニュアル改訂検討委員会 

http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/ka
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